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携
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８
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６
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行
事
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９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
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５
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８
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６
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～
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７
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行
事
・
休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
ま
た
は
当
館
内
の
掲
示
等

で
御
確
認
く
だ
さ
い

今
後
の
行
事
予
定

今
後
の
行
事
予
定

利
用
案
内

利
用
案
内

Before
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After
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当
館
で
は
、
秋
田
藩
の
藩
政
資
料
を
翻

刻
・
刊
行
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は

９
代
藩
主
佐
竹
義
和
に
始
ま
る
藩
政
改
革

期
に
お
い
て
、
評
定
奉
行
や
学
館(

藩
校)

の
最
高
職
で
あ
る
祭
酒
な
ど
を
歴
任
し
た

野
上
陳
令(

１
７
７
４
～
１
８
４
６)
の
50

年
以
上
に
及
ぶ
日
記
を
刊
行
し
ま
す
。

こ
の
日
記
の
特
徴
は
次
の
二
点
に
絞

ら
れ
ま
す
。
第
一
に
、
学
館
を
中
心
と

す
る
教
学
資
料
と
し
て
の
重
要
性
を
持

つ
こ
と
。
第
二
に

「
家
柄
」
重
視
か
ら

、

「
能
力
」
重
視
の
武
家
社
会
へ
と
変
容

す
る
、
正
に
過
渡
期
の
記
録
で
あ
る
こ

と
で
す
。

そ
の
過
渡
期
の
象
徴
と
言
え
る
人
物

こ
そ
、
下
級
藩
士
の
家
柄
で
あ
り
な
が

ら
学
館
勤
務
を
契
機
と
し
藩
政
の
中
枢。

ま
で
上
り
詰
め
た
野
上
陳
令
な
の
で
す

陳
令
と
学
館
と
の
つ
な
が
り
は
寛
政

５
年
（
１
７
９
３
）
の
学
館
勤
番
へ
の

抜
擢
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
ず

か
２
年
後
に
は
成
績
優
秀
な
者
と
し
て
江

戸
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
折
衷
学
派
の
儒
学

者
で
あ
る
山
本
北
山
の
も
と
に
寄
宿
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
３
年
４
か
月
の
留
学

期
間
を
終
え
、
秋
田
帰
着
後
は
勤
番
に
復

し
、
さ
ら
に
３
年
後
の
享
和
元
年(

１
８
０。

１)
に
は
学
館
教
授
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た

そ
の
後
、
８
年
に
わ
た
る
教
授
職
を
経

て
、
表
方
役
職
を

年
ほ
ど
勤
め
ま
す
。

10

生
真
面
目
な
性
格
と
学
館
で
身
に
つ
け
た

論
理
性
は
様
々
な
役
務
に
も
活
か
さ
れ
る

の
で
す
。
文
化
６
年(
１
８
０
９)

の
財
用

吟
味
役
と
し
て
の
能
代
在
番
を
皮
切
り

に

銅
山
吟
味
役
・
能
代
奉
行
・
副
役(

評

、
定
奉
行
補
佐)

か
ら
評
定
奉
行
・
久
保
田

町
奉
行
と
立
て
続
け
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。

文
政
５
年(

１
８
２
２)

、

歳
で
学
館
文

49

学
と
な
り
、
天
保
４
年(

１
８
３
３)

、
60

歳
で
学
館
の
最
高
職
で
あ
る
祭
酒
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
前
職
の
評
定
奉
行

と
久
保
田
町
奉
行(

兼
任)

の
任
は
形
式
的

に
は
解
か
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
表

方
で
の
実
績
を
評
価
さ
れ

「
師
匠
番
之

、

心
得
」
を
も
っ
て
、
新
任
評
定
奉
行
の
指

南
役
を
勤
め
る
よ
う
家
老
か
ら
命
じ
ら
れ

。

、

て
い
ま
す

そ
の
期
間
は
４
年
に
わ
た
り

評
定
所
会
議
に
お
い
て
は
評
定
奉
行
の
上

席
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
は
陳

令
が
「
政
」
と
「
学
」
両
面
の
中
核
に
据

え
ら
れ
た
期
間
と
言
え
ま
す
。

陳
令
は
「
祭
酒
御
用
日
記
」
の
中
で
、

学
館
で
学
ぶ
者
に
つ
い
て

「
追
々
は
教

、

授
・
学
館
長
を
も
仰
つ
け
ら
れ
候
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
器
に
応
じ
、
ほ
か
御
役
へ
も

召
使
わ
れ
候
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
ま
さ
し
く
、
そ
れ
ま
で
の
自
ら
の
半
生

を
振
り
返
っ
た
言
葉
で
あ
り
、
学
館
の
使

命
を
端
的
に
表
す
も
の
で
す
。
陳
令
は
、

弘
化
３
年(

１
８
４
６)

に

歳
で
亡
く
な

73

り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の

年
間
を
祭
酒

14

と
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

『
野
上
陳
令
日
記

第
一
巻
』
は
県
内

各
市
の
図
書
館
や
各
都
道
府
県
の
公
文

書
館
・
図
書
館
で
御
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
税
込
み
４
，
４
０
０
円
で
頒
布
も

し
て
お
り
ま
す
。
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
文
書
の
引
渡
は
、
ま
ず
、
県
庁
各

部
局
で
作
成
さ
れ
た
簿
冊
（
行
政
文
書

が
綴
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
）
を
一
定
期
間

保
存
し
ま
す
。
そ
の
後
、
各
部
局
で
保

存
さ
れ
て
い
た
簿
冊
は
公
文
書
館
へ
引

き
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
公
文
書
館

で
２
回
に
渡
る
選
別
を
経
て
、
将
来
的

に
公
開
す
る
た
め
に
保
存
す
る
文
書
と

廃
棄
す
る
文
書
に
仕
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
過
程
を
経
て
、
歴
史
的
資
料
と
し

て
永
久
に
残
す
文
書
が
選
ば
れ
ま
す
。

令
和
３
年
度
末
現
在
に
お
い
て
、
公

文
書
館
に
引
き
渡
さ
れ
た
点
数
は
６
，

９
２
７
点
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
棄

が
決
定
し
た
点
数
は
５
，
０
９
４
点
で

す
。
公
文
書
館
で
県
の
記
録
と
し
て
保

存
さ
れ
る
簿
冊
は
１
，
８
３
３
点
と
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
令
和
３
年
度
末
に

お
い
て
一
般
利
用
者
に
閲
覧
さ
れ
た
公

，

。

文
書
の
点
数
は
１

０
３
１
点
で
し
た

所
蔵
さ
れ
て
い
る
簿
冊
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
事
業
年
報
を
御
覧
下
さ
い
。
ま
た
、

行
政
文
書
の
公
開
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
数
、
内
容
等
に
よ
り
広
報
広
聴
課
及。

び
公
文
書
館
で
公
開
を
し
て
お
り
ま
す
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岡
文
庫
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
十
月
、

秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
平
成
五
年
（
一

九
九
三
）
当
館
開
館
時
に
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
資

料
群
で
す
。
公
開
し
て
い
る
資
料
点
数
は
一
八
四
七
点

で

特
に
幕
末
期
に
秋
田
藩
の
膳
番
を
勤
め
た
忠
昌

通

、

（

称
百
八
）
の
日
記
や
諸
記
録
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
当
館
で
は
、
未
整
理
資
料
を
整
理
し
、
目
録

作
成
を
行
う
体
験
的
な
講
座
で
あ
る
「
記
憶
の
護
り
人

養
成
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
教
材
と
し
て
、

岡
文
庫
の
未
整
理
資
料
を
使
用
し
ま
し
た
。
全
八
回
の

教
室
開
催
と
職
員
の
手
に
よ
り
、
整
理
開
始
前
は
直
径

十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
塊
だ
っ
た
未
整
理
資
料
が
、
次
々

と
整
理
を
行
い
最
終
的
に
二
六
一
点
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
資
料
を
「
岡
文
庫

令
和
四

年
度
公
開
資
料
」
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

整
理
開
始
前
の
様
子
と
整
理
の
過
程
で
出
て
き
た
資
料

▼

資
料
整
理
で
大
切
な
原
則
の
一
つ
に
、
番
号
を
た
ど

る
と
元
の
資
料
の
状
態
が
復
元
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
（

原
秩
序
保
存
の
原
則

）
が
あ
り
ま
す
。
現
在
公

「

」

開
し
て
い
る
岡
文
庫
の
最
後
の
資
料
番
号
は
［
岡
一
八

四
七
］
で
す
の
で
、
こ
の
塊
に
は
［
岡
一
八
四
八
］
と

番
号
つ
け
ま
す
。
資
料
全
体
を
結
わ
え
て
い
る
麻
紐
を

ほ
ど
き
、
上
か
ら
順
に
［
岡
一
八
四
八

一

［
岡
一
八

］

－

四
八

二
］
と
い
う
具
合
に
番
号
を
つ
け
ま
す
。

－

資
料
整
理
を
開
始
し
た
直
後
は
、
登
場
人
物
や
書
か

れ
た
状
況
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
点
ず

つ
資
料
を
整
理
し
て
い
く
う
ち
に
、
資
料
の
関
連
性
や

そ
こ
に
書
か
れ
た
人
物
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

す
。
こ
れ
は
さ
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の

焦
点
が
次
第
に
合
っ
て
ゆ
く
の
に
似
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
［
岡
一
八
四
八
］
は
、
二
六
一
点
中
二
〇

〇
点
が
大
正
時
代
の
も
の
で
、
し
か
も
岡
忠
精
に
宛
て

ら
れ
た
家
族
の
書
状
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
加
え
て
差
出
人
ご
と
に
紙
縒
り
で
小
分
け
さ

れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

岡
忠
精
は
、
岡
忠
昌
（
百
八
）
の
孫
で
、
県
立
秋
田

（

）

（

）

中
学
校
教
諭

美
術

や
明
治
三
十
八
年

一
九
〇
五

か
ら
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
か
け
て
秋
田
県
立

秋
田
図
書
館
長
を
勤
め
た
人
物
で
し
た
。

二
六
一
点
の
資
料
で
最
も
多
い
の
は
、
岡
忠
精
の
二

男
精
美
が
父
宛
て
に
送
っ
た
書
状
で
四
十
六
点
あ
り
ま

し
た
。
次
い
で
忠
精
の
妹
の
配
偶
者
遠
山
竹
三
郎
が
忠

精
に
宛
て
た
書
状
二
十
八
点
、
そ
の
次
に
忠
精
長
男
忠

尚
夫
人
の
駒
枝
が
義
父
に
宛
て
た
書
状
二
十
三
点
と
続

き
ま
す
。
岡
忠
精
の
長
男
忠
尚
は
大
阪
で
銀
行
員
を
し

て
お
り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
駒
枝
と
結
婚
し

ま
す
が
、
同
九
年
に
病
死
し
ま
す
。
駒
枝
の
書
状
の
ほ

と
ん
ど
は
夫
の
没
後
で
、
義
父
と
の
間
に
細
や
か
な
書

状
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

、

遠
山
竹
三
郎
は
東
京
で
会
社
を
経
営
す
る
実
業
家
で

未
亡
人
と
な
っ
た
駒
枝
の
生
活
を
支
援
し
て
い
る
こ
と

が
書
状
か
ら
窺
え
ま
し
た
。

最
も
点
数
が
多
か
っ
た
二
男
精
美
の
書
状
は
、
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
、
受
験
の
た
め
仙
台
へ

行
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
不
合
格
の
通
知
を
手

に
し
た
精
美
は
叔
父
・
遠
山
竹
三
郎
の
所
に
身
を
寄
せ

ま
す
。
そ
し
て
勇
躍
上
方
に
向
か
い
、
兄
・
忠
尚
か
ら

お
金
を
借
り
て
京
都
高
等
工
芸
学
校
（
現
・
国
立
京
都

工
芸
繊
維
大
学
）
を
受
験
し
合
格
し
ま
す
。
精
美
は
周

囲
に
「
秘
密
受
験
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
父

は
状
況
を
把
握
し
て
お
り
「
京
都
に
は
秋
田
人
の
み
な

ら
ず
東
北
地
方
出
身
者
が
少
な
い
。
工
芸
学
校
で
秋
田

出
身
は
精
美1

名
で
あ
る
の
で
、
秋
田
の
代
表
的
学
生

と
し
て
勉
強
し
て
賢
く
な
る
よ
う
に
」
と
話
し
て
い
ま

。

、

。

す

卒
業
後

精
美
は
大
阪
砲
兵
工
廠
に
就
職
し
ま
す

二
六
一
点
を
年
代
順
で
見
る
と
、
一
位
は
岡
忠
尚
が

亡
く
な
っ
た
大
正
九
年
の
四
十
三
点
、
二
位
は
忠
尚
の

結
婚
の
準
備
が
進
む
大
正
二
年
の
三
十
一
点
、
三
位
は

忠
尚
没
翌
年
の
大
正
十
年
の
二
十
八
点
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
［
岡
一
八
四
八
］
の
資
料
は
、
若
く
し
て
亡

く
な
っ
た
岡
忠
尚
を
中
心
と
し
た
岡
家
の
記
憶
が
塊
と

。

、

な
っ
て
残
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
と
い
え
ま
す

ま
た

書
状
と
と
も
に
長
男
・
忠
尚
の
答
案
や
二
男
・
精
美
の

臍
の
緒
が
一
緒
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と

岡
［

一
八
四
八
］
の
資
料
の
塊
を
残
し
た
の
は
岡
忠
精
の
よ

。

（

）

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん

畑
中
康
博
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介



東
山
文
庫
の
、
整
理
番
号
Ａ
Ｈ
三
一
二
‐
二
二
七
の

史
料
名
は
、
た
ん
に
「
書
状
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
末

尾
に
は
「
九
月
朔
日

冨
田
」
と
あ
っ
て
、
宛
名
は
あ

。

。

り
ま
せ
ん

書
状
で
す
か
ら
年
の
記
載
も
あ
り
ま
せ
ん

今
回
は
、
こ
の
書
状
の
書
き
手
と
宛
名
と
年
代
を
探
っ

て
み
ま
す
。

こ
の
書
状
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
飢
饉
に
つ
い
て
の
情

報
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
す

「
御
国
違
作
之
義
御
用

。

状
ニ
委
曲
申
上
候
通
驚
入
候
義
は
御
同
然
恐
惑
至
極
可

申
上
様
も
無
之

「
質
屋
共
蔵
一
盃
ニ
品
物
有
之
候
得

」、

共
一
円
受
無
之

「
郡
方
町
方
等

御
救
米
日
々
之
様

」、

ゟ

懸
合
有
之
当
惑
千
万

「
南
津
両
国
大
不
作
之
様
子
、
最

」

早
流
民
御
国
多
分
入
込
候
よ
し
」
な
ど
な
ど
、
相
手
に

国
元
の
様
子
を
細
か
く
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

、

（

）

、

飢
饉
と
言
え
ば

天
明
三
年

一
七
八
三

の
飢
饉

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
の
飢
饉
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
の
記
載
内
容
か
ら
天
保
飢
饉
時
の
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
表
方
役
人
で
冨
田

姓
と
言
え
ば
、
勘
定
奉
行
の
冨
田
治
兵
衛
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。

、

そ
の
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
冒
頭
の
記
述
を
見
ま
す
と

「
小
生
義
も
道
中
無
別
条
下
着
大
慶
仕
候
、
加
賀
ニ
而

三
日
滞
留
、
延
着
仕
候
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
人
物
が
北

国
街
道
を
旅
し
て
国
元
に
着
い
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と

が
窺
わ
れ
ま
す
。
ま
た

「
詰
中
千
々
万
々
之
御
礼
ハ
中

、

々
以
拙
筆
を
以
可
申
尽
様
も
無
之
仕
合
」
と
あ
り
、
短

期
出
張
で
は
な
く
、
一
定
期
間
ど
こ
か
に
滞
在
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
役
職
が
勘
定
奉
行
で
、
北
国
街

「
書
状
」
の
書
き
出
し
部
分

道
を
経
由
し
て
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

大
坂
蔵
屋
敷
が
最
有
力
で
す
。

郷
土
七
‐
二
六
三
に
「
大
坂
紀
事
」
と
い
う
史
料
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
な
か
に
大
坂
蔵
屋
敷
詰
を
務
め
た
人

名
と
期
間
を
記
録
し
た
「
交
代
録
」
と
い
う
項
目
が
あ

り
、
冨
田
治
兵
衛
は
二
か
所
記
載
が
あ
り
ま
す
。
一
度

「

（

）

」、

目
は

同

文
政

十
三
年
三
月
十
三
日

巳
四
月
迄

ゟ

二
度
目
は
「
同
（
天
保
）
六
未
二
月
七
日
よ
り
申
十
一

月
十
一
日
迄
」
と
あ
り
ま
す
。
天
保
飢
饉
の
さ
中
で
す

か
ら
可
能
性
と
し
て
は
前
者
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
四

月
に
帰
着
し
て
い
る
と
す
る
と
、
こ
の
書
状
の
日
付
が

「
九
月
朔
日
」
と
あ
る
の
が
気
に
入
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で

当
館
で
写
真
本
と
し
て
公
開
し
て
い
る

介

、

「

」

。

、

、

川
東
馬
日
記

を
見
て
み
ま
し
た

す
る
と

冨
田
は

天
保
四
年
四
月
に
帰
国
の
予
定
だ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
の
借
財
の
元
銀
据
え
置
き
・
利
息
大
幅
切
り
下
げ

と
い
う
、
文
政
十
三
年
よ
り
施
行
し
た
仕
法
の
期
限
延

長
の
交
渉
の
た
め
に
、
介
川
の
“
助
っ
人
”
と
し
て
大

坂
滞
在
の
延
長
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。
冨
田
が
実
際
に
大
坂
を
発
っ
た
の
は
、
天
保
四

年
七
月
の
晦
日
で
し
た
。
と
す
れ
ば
、
国
元
に
帰
着
し

た
の
が
八
月
の
下
旬
と
想
定
で
き
、
国
元
着
の
挨
拶
状

が
九
月
朔
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
納
得
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
こ
の
書
状
は
、
天
保
四
年
、
勘
定
奉
行
冨
田
治

兵
衛
か
ら
、
同
役
で
大
坂
詰
で
あ
っ
た
介
川
東
馬
に
宛

て
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
東
山
文
庫
に
は
、
天
保
の
凶
作
を
伝
え
る
介

川
宛
の
金
易
右
衛
門
の
書
状
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（

）

金
森
正
也
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「
出
前
講
座
」
は
、
県
内
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
で
行
う
学
習
会
に
依
頼
に
応
じ
て

講
師
を
派
遣
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は

左
記
の
よ
う
に
公
民
館
、
高
校
、
婦
人
会

な
ど
県
内
各
地

件
も
の
出
前
に
回
る
大

22

繁
盛
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

①
県
政
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
秋
田
（
御
所

野
の
歴
史
文
化
を
語
る
会
：
秋
田
市

、）

②
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
県
生

涯
教
育
の
黎
明
（
秋
田
の
史
跡
を
学
ぶ
会

：
秋
田
市

、
③
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に

）

見
る
秋
田
市
（
高
齢
者
学
級
「
南
星
大

学

、
④
伊
澤
慶
治
収
集
資
料
（
横
手
郷

」）

土
史
研
究
会

、
⑤
古
文
書
教
室
（
東
成

）

瀬
村
ふ
る
里
館

、
⑥
公
文
書
館
所
蔵
資

）

料
に
み
る
秋
田
戊
辰
戦
争
（
大
曲
史
談
会

：
大
仙

市

、
）

⑦
西
仙

北
地
域

の
歴
史

（
西
仙

北
高
校

：
大
仙

市

、
）

⑧
古
文

書
教
室

⑫「昭和史の中の婦人会」より

（
東
成
瀬
村
ふ
る
里
館

、
⑨
公
文
書
館

）

所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
県
生
涯
学
習

年
50

史
（
大
仙
・
仙
北
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員

連
絡
協
議
会

、
⑩
古
文
書
教
室
（
東
成

）
）、

「

」

瀬
村
ふ
る
里
館

⑪

昭
和
の
あ
の
頃

映
像
で
振
り
返
る
（
美
郷
町
公
民
館

、）

⑫
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
秋
田
県
地
域

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
：
秋
田
市

、
⑬

）

昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
鷹
巣
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会
：
北
秋
田
市

、
⑭
古
文
書

）

教
室
（
東
成
瀬
村
ふ
る
里
館

、
⑮
古
文

）

書
に
見
る
秋
田
戊
辰
戦
争
（
北
家
日
記
解

読
会
：
仙
北
市
角
館

、
⑯
能
代
の
幕
末

）

と
明
治
の
黎
明
（

能
代
山
本
の
先
人
た

『

ち
』
協
作
実
行
委
員
会

、
⑰
公
文
書
館

）

所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
県
生
涯
教
育
の
黎

明
（
飯
島
塾
：
秋
田
市
飯
島
地
区

、
⑱

）

古
文
書
教
室
（
東
成
瀬
村
ふ
る
里
館

、）

⑲
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
井
川
町
婦
人

会

、
⑳
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
北
秋

）
田
市
合
川
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

、
㉑

）

公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
戊
辰
戦

争
（
中
央
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
カ
レ
ッ
ジ
：
秋

田
市

、
㉒
ぐ
っ
と
く
る

古
文
書L

IF
E

）

（
市
民
大
学
お
も
し
ろ
講
座
：
大
仙
市
神

岡
）来

年
度
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
県
の
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
実
施
要
項
を
ご
確
認
の
上
、

当
館
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
町
村
の
公
文
書
、
そ
し
て
民
間
に
残

る
古
文
書
な
ど
歴
史
資
料
、
両
方
を
保
存

し
誰
も
が
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
、

初
め
て
地
域
の
記
憶
が
現
在
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
、
市

町
村
の
公
文
書
管
理
担
当
者
と
歴
史
資
料

担
当
者
を
対
象
に
、
平
成
７
年
（
１
９
９

５
）
か
ら
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
基
調
講
演
は
、
寒
川
文
書
館

の
富
田
健
司
氏
に
よ
る
「
地
方
自
治
体
に

お
け
る
資
料
保
存
政
策
の
促
進
を
図
る
た

め
に
」
で
し
た
。
富
田
氏
は
全
国
歴
史
資

料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
（
全
史
料

協
）
の
委
員
と
し
て
長
年
活
躍
し
た
経
験

と
知
識
を
活
か
し
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
の
公
文
書
館
整
備
状
況
、
公
文
書
管
理

条
例
と
の
関
係
な
ど
を
基
に
資
料
保
存
政

策
を
促
進
す

る
た
め
の
視

点
と
課
題
を

示
し
ま
し

た
。当

館
か
ら

は

月
に
滋

10
賀
県
で
開
催

さ
れ
た
全
史

基調講演（富田健司氏）の画面

料
協
全
国
大

会
の
概
要
を

報
告
し
、
資

料
保
存
を
め

ぐ
る
国
内
の

動
向
を
市
町

村
に
情
報
提

供

し

ま

し

た
。
ま
た
、

本
紙
１
頁
に
掲
載
し
た
「
記
憶
の
護
り
人

(

も
り
び
と)

」
養
成
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
の
資
料
保
存
の
た
め
、
古
文
書
を
整
理

で
き
る
人
材
の
必
要
性
と
方
法
論
を
説
明

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
秋
田
市
か
ら
は
「
電
子
文
書

の
保
存
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」
と
題
し

て
資
料
保
存
政
策
の
画
期
が
迫
る
今
、
最

新
の
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
講
演
や
報
告
に
つ
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
質
疑
応
答
や
情
報
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
保
存
す
る
電
子
文
書
の
真
正

性
、
紙
媒
体
の
公
文
書
や
歴
史
資
料
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
地
域
の
歴
史
資
料
を
整

理
す
る
人
材
育
成
と
指
導
者
の
問
題
な
ど

が
主
な
話
題
で
し
た
。
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繁
盛
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大
繁
盛
！
出
前
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今
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
！

今
年
度
も
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開
催
！

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

令
和
４
年

月

日
（
金
）

時

分
～

時

分

11

25

10

30

15

30
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「

」

企
画
展

ぐ
っ
と
く
る

古
文
書LIFE

の
観
覧
者
は
前
半
（
令
和
４
年
８
月

日
26

～
９
月

日

が
３
５
３
４
人

後
半

同

）

、

（

25

９
月

日
～

月

日
）
が
１
４
４
９
人

28

10

16

で
、
合
計
４
９
８
３
人
で
し
た
。
こ
れ
に

Ｈ
Ｐ
上
で
の
デ
ジ
タ
ル
展
示
の
閲
覧
者
数

前
後
半
７
１
０
２
人
を
加
え
る
と
、
合
計

１
２
０
８
５
人
の
方
に
お
楽
し
み
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
企
画
展
の
「
ぐ
っ
と
く

る
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
を

回
上
げ
て
、
２
３

46

７
８
人
に
の
方
に
御
覧
頂
き
ま
し
た
。

展
示
手
法
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ほ
か
新
機

軸
を
盛
り
込
ん
だ
今
年
度
の
企
画
展
は
、

展
示
期
間
中
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
記
事
で
報
道
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
「
ぐ
っ
と
」
き
て
頂
き
ま
し
た

。

今
回
の
企
画
展
で
打
っ
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
、

「
公
文
書
館
て
、
と
っ
て
も
面
白
い
ん
だ

よ
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
皆
さ
ん
の
心
の
ネ

ッ
ト
を
越
え
て
届
い
た
で
し
ょ
う
か
。

御
観
覧
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「

」

天
保
十
亥
八
月
七
日
院
内
御
女
中
御
出
之
図

時
を
か
け
る
御
女
中

（
混
架
５
４
１-

７
６
）

県
政
映
画
は
、
県
の
仕
事
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
昭
和

～

年
代

30

50

に
か
け
て
「
県
政
だ
よ
り
」
な
ど
の
名
称

で
各
地
の
映
画
館
等
で
巡
回
上
映
、
映
写

会
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
館
は
、
こ

れ
ら
を
保
存
し
、
そ
の
一
部
を
大
き
な
ス

ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
で
き
る
上
映
会
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
８
月

日
、

日
両
日
、
当

25

26

館
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
上
映
し
ま
し

た
。
上
映
テ
ー
マ
は
「
ぐ
っ
と
く
る

鉄

道LIFE
。
鉄
道
開
業
１
５
０
周
年
、
秋

」

田
駅
開
業
１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
当
時

の
秋
田
県
内
の
鉄
道
事
情
を
見
て
も
ら
い

ま
し
た
。
映
像
に
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

の
運
転
席
か
ら
見
た
蒸
気
機
関
車
や
当
時

で
は
全
国
的
に
珍
し
か
っ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル

特
急
列
車
の
同
時
発
車
が
あ
り
ま
し
た
。

、

、

ま
た

ミ
ル
ハ
ス
が
開
館
し
た
こ
と
か
ら

解
体
さ
れ
た
県
民
会
館
の
当
時
の
開
館
式

典
の
様
子
も
上
映
し
ま
し
た
。

当
館
２
階
の
閲
覧
室
で
は
、
液
晶
モ
ニ

タ
ー
で
月
替
わ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
毎
日

作
品
を
放
映
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、
個
別
ブ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
県
政
だ
よ
り
は
１
本

分
10

程
度
で
す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

昨
年

月
２
日
に
公
文
書
館
講

12

座
「
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」

全
８
回
の
修
了
式
を
行
い
ま
し

た
。
公
文
書
館
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地

元
の
史
料
保
存
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
、
５
月
か
ら
月
１
回
、
古
文
書
の

輪
読
や
史
料
整
理
の
実
習
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
参
加

し
た
方
々
が
、
す
ぐ
に
仲
の
良
い
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
な
り
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
や

か
な
雰
囲
気
で
し
た

輪
読
に
な
る
と

古

。

「

文
書
熱
中
時
代

、
講
師
も
受
講
生
も
史

」

料
で
フ
ィ
ー
バ
ー
♪

。

（
古
い
か
な
）

、

。

そ
し
て

教
室
で
生
ま
れ
た
大
き
な
和

地
元
で
史
料
保
存
を
行
う
際
、
護
り
人
と

協
力
者
と
の
和
の
力
が
、
地
域
史
料
と
い

「

」

。

う

記
憶
の
森

の
整
備
を
推
進
し
ま
す

森
を
豊
か
に
す
れ
ば
、
地
元
は
多
彩
な
知

識
や
情
報
の
実
に
恵
ま
れ
ま
す
よ

(

柴)

。
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当
館
ツ
イ
ッ
タ
ー
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
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